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 NO.２１８ 
 ２０１６．３-４月 

-－ 
支援会員・寄金 3,000円（年額） 
＊会員には、本通信を配布します。 

「通じればいいんです」    月寒スクール英語担当スタッフ   鈴木 かおり 

 “May I help you?”“Strawberry, please. How much?” ”75 cents.” 

巻頭の写真は、2月学生週の子ども館公開授業での一コマ。学生さんがアメリカ人のお店屋さん役、

子どもがお客さん役で、本物のお札･コインを使って、英語で買い物を楽しみました。本物のフルーツ

を買ってミックスジュースにして飲めるので、子どもたちは大盛り上がり! 担当学生は、自身の海外

実習で英語が通じた時の苦労と喜びを、子どもに体験してもらおうと授業を立案したようです。 

わたしはスクールで英語を教えていますが、やはり「通じた喜び」を大切にしようと考えています。通じさ

せる相手は生徒同士。英会話というよりも、自分や友だちについて書いた英文を読み上げて、お互いに聞

いてもらうスタイルを取っています。聞き役の生徒がニヤッとしたら、コミュニケーション成功です。 

英語なんて多少間違ってたって通じりゃいい、という考えが、自分の授業の基本です。わたしがアメリカに

3年間住んでいたのは90年代ですが、大人のための英語学校に通っていました。周りにいた日本人は自分

も含め、大学出にも関わらず英語に苦手意識を持っていました。言いたいことがあっても、訥々としか言葉

が出ず、ディベートで悔しい思いをします。一方で、自分よりも「テストができない」中南米の人たちなどが、

「文法無視のなまった発音」でマシンガンのように持論展開するのを、羨望のまなざしで見つめていました。 

以降、日本の学校ではコミュニケーションスキルを高めるために、リスニングや会話に重点がおかれ、小

学校の英語が必修化されました。それでも、日本人の英語に対する苦手意識はあまり変わっていないような

気がします。そもそも日本人くらい英語ができたら、他の国の人なら鼻高々なのです。自信があるからこそで

きるマシンガントークなのに、なぜ、日本人は自分の英語に自信が持てないのでしょうか？ 

 子どもたちには「通じた喜び」が自信につながる体験を積み重ねて欲しいと思います。公開授業では値切

るのに成功する子もいて、とても満足そうでした。学生に教わった“Price down”という表現は、実はバリバリの

和製英語なのですが…間違っていても、身振り手振りでも、通じればいいんです! [筆者は理事のお一人です] 
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《写真説明》2月22日 

「教育大実習」子ども館 

体験会「英語で買い物」をしよう｡ 

本物のｺｲﾝで果物/ｼﾞｭｰｽをｹﾞｯﾄ！ 
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